
 

 
 

令和２年１月２９日 

中 部 地 方 整 備 局 

                                    港 湾 空 港 部 

 

2030 年の伊勢湾の港湾の姿を示す「伊勢湾の港湾ビジョン」を公表します 

 

１．ビジョンの構成 

 1) 基本理念 

我が国の国際競争力を牽引するグローバルハブの形成と、中部圏の賑わい、安全安心を確保

する港湾群 

 

  2）目指すべき方向性 

    ①自動車や航空機等に代表される中部のものづくり産業を支える国際海上輸送網の構築 

②新たな価値を創造する国土の中央でシームレスな国内物流体系の構築 

③世界的な気候変動に対応した新たな資源エネルギーの受入・供給等の拠点形成 

④ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の実現を環境面で支える港湾・物流活動のグリーン化 

⑤国内外を先導する情報通信技術を活用した港湾物流の生産性向上 

⑥地域固有の観光資源を活かしたクルーズ振興の促進 

⑦スーパー・メガリージョンを見据えた魅力ある賑わい空間の形成 

⑧安全・安心を実現する港湾の維持管理・強靱化 

 

  3）伊勢湾の港湾の成長戦略 

    ①伊勢湾の港湾の成長方策 

    ②伊勢湾の港湾の先導プロジェクト 

 

  4）伊勢湾の港湾の目指すべき方向性を実現するための対応方策 

 

なお、「伊勢湾の港湾ビジョン」は、中部地方整備局 HP（http://www.pa.cbr.mlit.go.jp/）の 

新着情報、お知らせからダウンロードできます。  

中部地方整備局では、2030 年頃の将来を見すえ、伊勢湾の港湾が果たすべき役割、推進

すべき港湾政策の方向性等をとりまとめた、「伊勢湾の港湾ビジョン」を公表します。 

ビジョンでは、「我が国の国際競争力を牽引するグローバルハブの形成と、中部圏の賑わ

い、安全安心を確保する港湾群」との基本理念のもと、8つの目指すべき方向性を示してお

ります。また、方向性の実現に向けた先導プロジェクトとして、①AI の活用による高効率

ターミナルを実現した港湾、②エネルギーの多様化に対応した港湾の再編、③新技術の導

入による強くしなやかな港湾、の 3つの提案をしています。 

このビジョンは、2002 年に策定された「中部地域みなとビジョン」につぐ、18 年ぶりの

ビジョンとなります。各港の港湾計画の策定、港湾の運営の効率化、企業の投資計画への

参考となることを期待するものです。 

ビジョンの策定にあたっては、港湾管理者、港湾利用団体、経済界、有識者などから構

成される、「伊勢湾の港湾ビジョン策定委員会（委員長：水谷法美 名古屋大学大学院教

授）」において、5回にわたる審議を経ております。 



 

 
 

２．配 布 先 

中部地方整備局記者クラブ、中部専門記者会、名古屋港記者クラブ、豊橋市政記者会、 

三重県政記者クラブ、四日市市政記者クラブ、津市政記者クラブ、港湾新聞社、 

港湾空港タイムス、日本海事新聞社、海事プレス、マリタイムデーリーニュース 

 

３．問い合わせ先 

国土交通省 中部地方整備局 港湾空港部 クルーズ振興・港湾物流企画室 

室  長  黒川 利樹也（くろかわ りきや） 

課長補佐  西尾 賢二  （にしお けんじ） 

電話 052－209－6330（直通）、ＦＡＸ 052－203－9739 


